
集
会
は
柳
瀬
睦
美
（
や

な
せ
と
も
み
）
さ
ん
（
全

国
一
般
東
京
労
組
ミ
ュ
ー
ズ
分

会
）
の
司
会
で
開
会
し
、
主
催

者
を
代
表
し
四
団
体
か
ら
建
交

労
佐
藤
委
員
長
と
国
鉄
闘
争
に

勝
利
す
る
共
闘
会
議
の
二
瓶
議

長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

佐
藤
委
員
長
は
先
の
全
動

労
判
決
に
触
れ
「
不
当
労
働
行

為
が
再
度
認
め
ら
れ
、
マ
ス
コ

ミ
も
解
決
を
促
す
論
調
で
あ
る
。

強
固
な
世
論
形
成
つ
く
り
、
納

得
の
い
く
解
決
を
勝
取
る
」
と

挨
拶
。
ま
た
二
瓶
議
長
は

「
こ
の
間
民
主
党
議
員
四
名
に

窓
口
を
要
請
し
、
大
臣
に
折
衝

を
試
み
て
も
ら
っ
て
い
る
が
拒

否
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
国
が

必
ず
勝
つ
か
ら
和
解
す
る
必
要

な
し
と
官
僚
が
拒
ん
で
き
た
か

ら
だ
。
し
か
し
こ
の
裁
判
結
果

で
あ
る
。
我
々
の
解
決
は
金
だ

け
で
は
な
い
。
雇
用
、
そ
し
て

年
金
で
あ
る
。
当
事
者
が
前
面

に
出
て
勝
利
を
捥
ぎ
取
る
」
と

力
強
く
挨
拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
全
動
労
裁
判
を
担
当

し
た
加
藤
健
次
弁
護
士
よ

り
、
全
動
労
が
訴
訟
を
起
こ
し

た
内
容
と
１
月
２
３
日
の
判
決

内
容
を
報
告
さ
れ
、
不
当
労
働

行
為
の
責
任
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
と
、
消
滅
時
効
を
排
し
た
点

を
強
調
。
相
手
を
テ
ー
ブ
ル
に

着
か
せ
る
運
動
を
一
気
に
作
り

出
す
事
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

述
べ
た
。

記
念
講
演
と
し
て
、
龍
谷
大

学
法
科
大
学
院
教
授
の
萬
井

隆
令
（
よ
ろ
い
た
か
よ
し
）

氏
が
１
・
２
３
判
決
の
詳
細

な
分
析
を
報
告
し
た
。
【
要
旨

別
掲
】

続
い
て
各
訴
訟
の
主
任
弁
護

士
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
訟
の

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

◆
鉄
建
公
団
訴
訟
の
加
藤
晋

介
弁
護
士
か
ら
は
、
当
日
行

わ
れ
た
鉄
建
公
団
訴
訟
控
訴
審

の
第
７
期
日
の
内
容
が
報
告
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
「
我
々
原
告

側
が
要
請
し
た
証
人
と
し
て
、

『
国
鉄
改
革
三
羽
烏
』
の
一
人

葛
西
氏
が
採
用
さ
れ
た
。
我
々

も
驚
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現

Ｊ
Ｒ
東
海
会
長
で
あ
り
、
国
家

公
安
委
員
も
務
め
る
同
氏
を
証

人
と
し
て
出
席
（
恥
を
晒
こ
と
）

さ
せ
た
く
な
い
な
ら
ば
、
本
気

で
解
決
を
す
る
努
力
を
せ
よ
と

い
う
南
裁
判
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
る
」
と
分
析
。
「
流
れ
は

作
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
後
は
大
衆

闘
争
と
そ
れ
を
背
景
に
し
た
政

治
闘
争
に
か
か
っ
て
い
る
」
と

今
後
の
我
々
の
進
む
べ
き
道
を

示
唆
し
た
。

◆
採
用
差
別
国
労
訴
訟
の
宮

里
邦
雄
弁
護
士
か
ら
は
、

「
全
動
労
判
決
は
団
結
権
侵
害

と
い
う
不
法
行
為
を
認
定
し
、

被
告
側
の
時
効
論
も
否
定
し
た
。

し
か
し
９
・
１
５
も
含
め
、
突

破
し
得
な
か
っ
た
壁
が
あ
る
。

そ
れ
は
原
告
が
『
Ｊ
Ｒ
に
採
用

さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
』
と
い

う
こ
と
を
証
明
で
き
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
裁
判
所
は
こ
れ

を
原
告
に
立
証
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
本
来
は
被
告
側
が

こ
う
し
た
理
由
で
採
用
し
な
か
っ

た
と
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
振
り
分
け
＝

解
雇
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
証

明
す
る
の
は
使
用
者
側
の
責
任

で
あ
る
」
と
し
て
、
裁
判
所
の

姿
勢
を
批
判
し
た
。

◆
採
用
差
別
横
浜
人
活
訴
訟
の

岡
田
尚
弁
護
士
か
ら
は
、

横
浜
人
活
事
件
の
経
過
と
現
状

が
話
さ
れ
、
「
八
十
六
年
当
時
、

五
名
が
逮
捕
さ
れ
二
名
解
雇
、

三
名
が
こ
の
事
件
に
よ
る
不
採

用
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
解
雇
者

二
名
は
勝
利
し
『
運
輸
機
構
』

で
働
い
て
い
る
。
直
接
の
解
雇

者
で
な
い
も
の
が
未
だ
に
復
帰

で
き
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

相
手
側
は
時
効
論
と
二
十
三
条
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二
月
十
五
日
、
中
野
ゼ
ロ
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
四
者
・
四
団

体
の
主
催
に
よ
る
「
首
切
り
通
告
か
ら
21
年
・
怒
り
の
２
・
15

中
央
集
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
集
会
に
は
闘
争
団
員
と
そ
の
家

族
、
国
労
組
合
員
や
共
闘
な
ど
700
名
を
超
え
る
仲
間
が
結
集
し
、

改
め
て
全
面
解
決
を
勝
取
る
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

怒りの２・１５中央集会！

○萬井隆令龍谷大学院教授講演から
◆運動と法廷闘争が遺したもの

最高裁の判定した枠内でしか争い得ない・・

本件での争点は
①国鉄による不当労働行為の所在の認定

②不当労働行為による損害賠償

◆本判決の意義～所属組合を理由とする不
公平な取扱い（不当労働行為）の認定

①事実認定は周到かつ緻密である。
②高裁でこの認定を覆すことができるとは

考え難い～国鉄が不当労働行為を行った
＝「ながれ」はできた。

◆本判決の特徴～明解さに欠ける判旨

（判断が揺れ、道筋が読み取り難い）
◆事件の核心の再確認と本判決の問題点

①03年12月、最高裁は4月採用を「振り分
け」と性格付け、6月（追加）採用は新

規採用と性格付けた。「振り分け」は純
然たる新規採用ではなく、組合所属によ

る差別は労組法の「不利益扱」として救
済の対象となる重要な論点

②本判決の問題点

・「不選定」と不採用の関係ついて誤認
・損害を「精神的打撃」に限定しており、

なぜ採用されなかったこと自体による損

倍を認定しないのか不明

③判断を誤った原因
・改革法23条による「新規採用者」と判断

しており、最高裁の「振り分け」論から
逸脱・後退した

・本判決では「不公平な取扱」「差別的取

扱」といい、「不当労働行為」とは呼ば
ない（内容的には不当労働行為を認定し

ているにもかかわらず）
・不当労働行為であれば救済は現状回復が

原則であり、そのことを曖昧にする意図
があるのでは

◆終わりに

◎不当労働行為の救済は原状回復が基本
・不法行為が認められたのだから、本来は

ＪＲへの採用が認められるべき
・しかし最高裁の判示の枠内の判断しかで

きない
・だが最高裁の判示からの「逸脱・後退」

も許されず、原状回復に準ずる 救済が
行われるべき

◎国鉄闘争～不当労働行為がなかった状態

（ＪＲへの復職）を回復すること
・不当労働行為の認定を政治的解決につな

げる運動に期待する



の
み
の
主
張
で
あ
り
、
優
位
性

を
活
か
し
な
が
ら
全
体
の
底
上

げ
を
行
っ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

◆
弁
護
団
報
告
の
最
後
は
三
月

十
三
日
に
鉄
道
運
輸
機
構
訴
訟

（
第
二
次
訴
訟
）
判
決
に
臨
む
、

萱
野
一
樹
主
任
弁
護
士
よ

り
、
「
原
告
三
五
名
と
少
数
で

は
あ
る
が
、
流
れ
を
更
に
大
き

く
確
定
す
る
重
要
・
重
大
な
判

決
で
あ
り
、
９
・
１
５
難
波
判

決
三
六
部
、
１
・
２
３
佐
村
判

決
１
１
部
、
残
る
１
９
部
で
も

絶
対
に
勝
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
あ
と
一
ヶ
月
、
最
後
ま

で
油
断
せ
ず
に
気
合
を
入
れ
な

お
し
て
裁
判
所
を
包
囲
し
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
与
え
る
こ
と
が
大
切
」

と
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

国
鉄
闘
争
と
共
に
闘
う
仲
間

か
ら
連
帯
の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、

東
京
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
の
安

部
誠
副
委
員
長
か
ら
は

「
マ
ッ
ク
訴
訟
で
東
京
高
裁
は

高
野
広
志
さ
ん
の
訴
え
を
全
面

的
に
認
め
た
。
権
限
の
な
い
店

長
は
管
理
者
に
当
た
ら
な
い
と

し
、
残
業
代
の
支
払
い
を
会
社

に
命
じ
た
も
の
だ
が
、
マ
ス
コ

ミ
は
「
歴
史
的
」
「
画
期
的
」

の
論
調
。
当
た
り
前
の
こ
と
な

の
に
。
マ
ッ
ク
訴
訟
で
は
残
業

代
を
支
払
え
と
し
て
い
る
が
、

金
で
は
な
く
長
時
間
労
働
を
な

く
し
、
命
と
健
康
を
守
れ
と
い

う
こ
と
が
真
の
目
的
で
あ
る
。

共
に
頑
張
ろ
う
」
と
力
強
く
連

帯
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

集
会
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、

原
告
団
・
争
議
団
が
全
員
登
壇

し
、
代
表
し
て
川
端
鉄
道
運

輸
機
構
原
告
団
長
が
、
年

度
末
に
集
中
し
た
大
衆
行
動
の

要
請
と
共
に
、
ア
ッ
ピ
ー
ル

（
案
）
を
怒
り
を
込
め
て
読
み

上
げ
る
と
、
満
場
の
拍
手
で
採

択
が
さ
れ
た
。

最
後
に
本
部
高
橋
伸
二

委
員
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
長

き
に
渡
る
国
鉄
闘
争
に
対
す
る

物
心
両
面
の
支
え
に
対
す
る
感

謝
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る
と

共
に
、
最
後
ま
で
の
支
援
を
要

請
し
、
団
結
頑
張
ろ
う
を
三
唱
、

幕
を
閉
じ
た
。

小
牛
田
運
輸
区
分
会
の
早
坂

さ
ん
は
「
Ｈ
Ｓ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
専

任
コ
ー
チ
と
し
て
第
二
の
人
生

を
踏
み
出
す
決
意
を
し
、
Ｊ
Ｒ

を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
本
人
の

「
志
」
に
敬
意
を
表
し
、
今
後

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

一
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
経
過

に
つ
い
て

①
社
会
問
題
に
な
っ
た
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
に
つ
い
て
は
、
〇
五

年
六
月
の
尼
崎
市
の
い
わ
ゆ
る

ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
始
ま
り
、

〇
六
年
三
月
二
十
七
日
施
行
の

石
綿
新
法
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

内
容
は
不
十
分
で
あ
る
。

②
国
労
と
し
て
の
対
応
は
、
第

七
十
三
回
定
期
全
国
大
会
で
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議
の
設
置
を

決
定
、
こ
れ
ま
で
五
回
の
対
策

会
議
を
開
催
。
ま
た
、
健
康
管

理
対
策
の
現
状
や
労
災
・
業
務

災
害
の
認
定
状
況
等
の
説
明
も

行
っ
て
き
た
。

③
本
年
一
月
十
八
日
現
在
で
、

労
災
・
業
務
災
害
の
認
定
者
数

は
一
四
二
名(

死
亡
九
六
名)

、

業
務
災
害
認
定
は
一
三
六
名

(

死
亡
九
〇
名)

、

業
務
災
害
審
査
中
は
三
四
名
、

業
務
災
害
不
認
定
は
六
五
名
。

労
災
認
定
者
数
は
六
名(

死
亡

六
名)

と
し
、
内
訳
は

二
〇
〇
〇
年
認
定
・
長
野
工
場

(

九
八
年
死
亡)

、

〇
五
年
認
定
・
西
日
本
鷹
取
工

場(

〇
四
年
五
月
死
亡)

、

〇
六
年
認
定
・
国
府
津
車
両
セ

ン
タ
ー(

〇
六
年
死
亡)

、

〇
六
年
認
定
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
横
浜

羽
沢
駅(

〇
八
年
一
月
死
亡)

、

〇
八
年
認
定
・
東
北
工
事
事
務

所(

〇
五
年
六
月
死
亡)

と
な
っ

て
お
り
、
現
職
を
含
め
た
被
害

が
Ｊ
Ｒ
労
働
者
に
広
が
っ
て
い

る
。
ま
た
国
鉄
退
職
者
に
対
し

て
、
国
鉄
清
算
事
業
本
部
が
原

則
と
し
て
一
人
一
回
を
限
度
と

し
て
実
施
し
て
い
る
レ
ン
ト
ゲ

ン
と
Ｃ
Ｔ
検
査
の
受
診
者
数
は

六
三
三
名(

有
所
見
一
二
九
名)

、

健
康
管
理
手
帳
交
付
希
望
者
数

は
二
三
〇
名
、
同
交
付
者
数
は

一
七
一
名(

厚
生
労
働
省
よ
り

の
通
知)

で
あ
る
。

二
、
国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
の
「
災
害
補

償
」
の
取
組
と
問
題
点

国
鉄
は
「
業
務
災
害
補
償
規

定
」
、
Ｊ
Ｒ
は
「
労
働
者
災
害

補
償
保
険
法
」(

労
災)

の
適
用

を
受
け
、
八
七
年
四
月
一
日
の

国
鉄
「
分
割
・
民
営
」
を
境
に

二
つ
に
区
分
、
ど
ち
ら
で
認
定

さ
れ
る
か
に
よ
り
補
償
内
容
が

大
幅
に
相
違
し
、
旧
国
鉄
に
対

し
損
害
賠
償
訴
訟
が
各
地
で
起

き
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
指

導
は
、
基
本
的
な
考
え
と
し
て

「
国
鉄
と
Ｊ
Ｒ
を
比
較
し
て
、

長
期
に
働
い
た
方
を
適
用
す
る
」

と
い
う
こ
と
。

今
後
の
対
策
課
題
と
し
て

①
Ｊ
Ｒ
は
除
去
・
封
じ
こ
み
は

終
了
と
し
た
が
、
部
品
等
で
残
っ

て
い
る
こ
と
が
発
覚
、
熱
意
を

も
っ
て
の
対
応
が
な
く
。
ま
た
、

健
康
被
害
に
対
し
て
加
害
者
意

識
が
欠
落
し
て
い
る
。

②
健
康
管
理
対
策
は
、
Ｊ
Ｒ
と

旧
国
鉄
の
区
別
な
く
健
診
を
希

望
申
告
に
基
づ
き
、
完
全
実
施

し
、
ま
た
石
綿
障
害
予
防
規
則

等
を
現
職
・
退
職
問
わ
ず
周
知
・

徹
底
す
る
こ
と
。

③
Ｊ
Ｒ
各
杜
は
、
退
職
者
に
対

し
て
現
職
同
様
の
災
害
補
償
を

す
る
こ
と
。

④
Ｊ
Ｒ
各
杜
は
、
石
綿
含
有
製

品
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
製
造

元
に
も
調
査
を
依
頼
し
、
点
検
・

調
査
を
継
続
・
強
化
す
る
こ
と
。

⑤
石
綿
建
材
等
の
撤
去
計
画
を

策
定
し
、
早
急
に
完
全
撤
去
す

る
こ
と
。

ま
た
、
国
や
政
府
に
対
し
て

も
、
①
石
綿
新
法
を
見
直
し
労

災
補
償
に
準
じ
た
制
度
に
改
善

す
る
こ
と
。

②
新
法
の
指
定
疾
病
の
拡
大
を

図
り
、
請
求
期
限
は
廃
止
す
る

こ
と
。

③
石
綿
全
面
禁
止
、
完
全
撤
去

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に

ア
ス
ベ
ス
ト
基
本
法(

仮
称)

を

制
定
す
る
こ
と
、
等
が
必
要
で

あ
り
、
国
労
と
し
て
「
石
綿
の

健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法

律
の
改
正
を
求
め
る
請
願
署
名
」

を
取
組
む
。

第２５１４号 国労せんだい ２００８年２月２９日

団結 抵抗 統一

ア
ス
ベ
ス
ト
学
習
会
か
ら

◆東日本本部から問題提起を受けた
後、全体での討論・交流が行われ、

各分会長からは多くの意見や今後の

課題が出された。
集会は出された意見や課題を全体

の取り組みで改善、是正させていく
事を確認し終了した。

◎出された主な意見など
◇昇進試験で一定の改善は図られて

いるが職場によってアンバランスが
あり不公平感がまだまだ是正されて

いないのではないか。指導職は合格
するが、主任はまだ０。出向者は試

験の問題が仕事と合わない内容になっ

ている。
◇再雇用はハーフタイムや本人希望

と会社提示の勤務箇所が違い、あき
らめる人も出ている。

◇支社またがりの配転で２０年経過
している組合員が多くいる。早急な

対応をしてもらいたい。

◇サポーター指定要請とあるが、何
の意味があるのかわからない。

サポーターになると小集団などやら
なければならなくなるのではないか。

◇制度要求署名では支部、分会で統
一して行った。５０人の分会で他労

組にも呼び掛け１６０筆集約。きち

んと説明して取り組めば集めること
ができ、自信になった。

◇分会として相談し国労が班長、副
班長の職場でサポーター要請を行っ

た。
◇支部で年令別集会を行った。５０

代はカットが中心で他労組と一緒に

廃止させる運動が必要。４０代は組
織問題が中心になる。

◇これまでの再雇用も２４控除のよ
うなことが出来ないか。

◆
二
月
十
六
日
、
国
労
会
館
に
お
い
て
「ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会
が
定
期

的
に
取
組
ん
で
い
る
も
の
で
三
回
目
と
な
る
。

今
回
は
国
労
本
部
よ
り
小
池
執
行
委
員
を
招
き
、
「国
鉄
・Ｊ
Ｒ

職
場
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
と
今
後
の
課
題
」
と
題
し
た
講
演
を
受

け
、
ま
た
過
日
労
災
認
定
を
勝
取
っ
た
、
東
工
所
分
会
の
菊
田
書

記
長
よ
り
「ア
ス
ベ
ス
ト
労
災
認
定
の
闘
い
」の
報
告
を
受
け
た
。

退

職

一
月
三
十
一
日

田
中

豊
さ
ん

佐
藤

忠
司
さ
ん

檜
森

義
勝
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所
分
会

影
山

芳
信
さ
ん

郡
山
信
号
通
信
区
分
会

菅
原

芳
子
さ
ん

郡
工
支
部
装
置
科
分
会

石
川

辰
夫
さ
ん

岩
沼
駅
連
合
分
会

赤
間

弘
記
さ
ん

仙
台
信
号
通
信
区
分
会

早
坂

純
一
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区
分
会

お
詫
び

国
労

せ
ん
だ
い
２
５
１
２

号
１
面
の
全
動
労
判
決
記

事
に
お
い
て
「
３
月
１
３
日
に

予
定
さ
れ
て
い
る
同
裁
判

の
控
訴
審
判
決
は
」
と
あ
り

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
鉄

道
運
輸
機
構
裁
判
（
第
二

次
訴
訟
）
」
の
間
違
い
で
す
。

こ
こ
に
訂
正
す
る
と
共
に
、

関
係
者
の
皆
様
に
は
心
よ

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

◆２月１７日、盛岡市労働福祉会館で
東北ブロック全分会長会議が開催さ

れた。この会議は０８春闘・制度要求
の扱い・和解以降の問題点の集約・
不採用事件の解決に向けて・新規採
用者獲得に向けた取り組みなど全体

で意思統一を図るため、東日本本部
の主催で開催されたもの。

国労本部小池中執


